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1．はじめに 

黒髪地区アイソトープ施設は、昭和 30年に工学部の実験室として設置され、その後、

中性子照射実験室等の増築が行われ、昭和 35年に学内共同利用施設として黒髪地区放射

性同位元素総合研究室に、平成 15年には現在の生命資源研究・支援センター黒髪地区ア

イソトープ施設になった。 

当施設では、放射線安全管理、放射能や放射線を利用する共同研究や実験指導等の活動

の他、放射線安全管理の向上を目指した研究が展開されている。また、次表にある遺伝子

解析装置等の共同利用機器の導入により、自然科学や生命科学の進展に寄与している。 

 

表 黒髪地区アイソトープ施設の共同利用機器について 
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2．目的 

当施設の利用者数を増やすことを目的に、昨年 4月の採用から約 1年間、アイソトープ

施設の安全管理に係る業務の傍ら、当施設の共同利用機器の機能や操作法を学び、研究支

援の業務を行ってきた。なお、平成 25年度の当施設の利用者数は 174名、管理区域に立

ち入った放射線取扱者延べ人数は 3,660名であった。 

  

3．研究支援の概要 

今回、自然科学研究科理学部水文学研究室を対象に行った、放射能測定に関する研究支

援について紹介する。使用機器は、液体シンチレーションカウンター（PACKARD, TRI 

CARB2900TR）である。水文学研究室では、研究テーマの一つとして、地下水中にわず

かに含まれる 1Hの放射性同位元素 3H（トリチウム）の濃度を測定し、地下水の滞留時間

を計測することで、目に見えない地下水の挙動の把握が行われている。 

液体シンチレーションカウンターを用いた放射能測定とは、蛍光体である溶質と有機溶

媒の中に、放射性物質を含む試料を混ぜ、放射性物質から出る放射線エネルギーを蛍光エ

ネルギーに変換し、その強度を測定するものである。測定の際、蛍光を消光させる要因が

様々あるため、蛍光エネルギーを 100％検出することはできない（α線を除く）。そのた

め、あらかじめ測定効率を求める必要がある。そこで、研究支援として、利用前に測定効

率を求め、さらに技術相談に対応してきた。 

 

4．成果と今後 

 平成 26年度の当施設の利用者数は 189名、管理区域に立ち入った放射線取扱者延べ人

数は 4293名であり（平成 27年 3月 10日現在）、昨年度に比べ共に増加が見られた。 

今後も、測定技術を習得し、多くの研究グループの支援を行うよう努めたい。また、上

記研究室は熊本県からの委託研究を行っており、さらに、地下水環境リーダー育成国際共

同拠点（GelK）や科学技術振興機構主催のチーム型研究（CREST）においても活躍され

ている。よって、今回紹介した研究支援は、日本や世界の地下水の保全に寄与するもので

ある。当施設の存在感を高めるため、測定技術の習得だけでなく、広報活動等も積極的に

行う予定である。 
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